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第3固定例会のあらまし

平成7年第3回定例会が、 9.1'34日か

ら28日までの25日間にわたって開かれま

した。

この定例会では、条例の制定及び平成

6年度各録十決算など42件の市長提出語

家を審議し、すべて原案どおり可決しま

した。

さらに、議員担出議集 1件、憲毘・9

件、決議1件、請願7件を審議したほか、

各会派の代表質問が7名の績員により行

われました。

なお、平成6年度各会計決算議案につ

いては、金論員で構成する決算審査特別

委員会を段置し、審査しました。

《予
箆
》

一
般
会
計
縞
正
予
錬

震
災
対
策
に
伴
う
偽
脚
補
強

工
事
費
や
花
の
美
術
館
の
周
辺

整
備
費
な
ど
、
合
わ
せ
て
四
十

四
億
四
千
四
百
万
円
を
追
加
し

ま
し
た
。
こ
の
財
源
と
し
て
は
、

市
債
十
九
億
四
千
万
円
、
国
廊

支
出
金
十
=
億
四
千
五
百
万
円
、

縁
起
金
八
億
七
千
八
百
万
円
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
.
こ
れ
に

よ
り
一
般
会
計
の
予
算
総
額
ぽ
、

三
千
二
百
十
一
億
六
千
六
百
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
係
正
予
幻

老
人
保
健
医
療
寝
業
特
別
会

計
な
ど
=
事
業
会
計
に
、
合
わ

せ
て
六
千
=
百
万
円
を
遣
加
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
特
別
会
計
の
予
算

総
額
は
、
二
千
七
百
八
十
三
億
四
千
方
円

に
な
り
ま
し
た
@

《条
例
》

干
湾
市
行
政
手
続
条
例
の
制
定

行
政
手
続
法
の
趨
回
目
に
の
っ
と
り
、
条

例

・
規
則
に
基
づ
き
行
う
処
分
、
行
政
指

温
帯
及
び
届
出
の
手
続
き
に
つ
い
て
共
通
す

る
事
項
を
定
め
る
た
め
、
条
例
を
制
定
し

ま
す
@

干
葉
市
個
人
情
総
保
護
条
例
の
制
定

個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
の
臨
時
保
に

関
し
必
要
な
事
療
を
定
め
る
た
め
、
条
例

を
制
定
し
ま
す
。

千
葉
市
公
官官
防
止
条
例
の全

部
改
正

生
活
環
演
の
保
全
な
ど
に
関

し
、
公
害
防
止
の
た
め
の
規
制

そ
の
他
の
鎗
鐙
を
騎
じ
る
た
め
、

条
例
の
全
部
を
改
正
し
ま
す
。

千
葉
市
美
術
館
条
例
の
制
定

中
央
区
役
所
と
の
復
合
施
設

と
し
て
美
術
館
を
設
鐙
す
る
た

め
、
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

干
葉
市
屋
外
広
告
物
粂
例
の

一
部
改
正

屋
外
広
告
物
の
違
反
行
為
者

に
対
し
、
直
銭
罰
則
を
科
す
と

と
も
に
、
罰
金
の
額
を
引
上
げ

る
な
ど
、
条
例
の
一
割
酬
を
改
正

し
ま
す
。

《
工
事
請
負
契
約
》

稲
毛
区
長
沼
原
町
の
勤
労
者
体
畜
セ
ン

タ
ー
文
化
繊
縫
築
工
事
を
、
五
億
二
平
ハ

百
万
円
で
行
い
ま
す
。

稲
毛
区
小
仰
台
5
丁
目
の
北
部
図
書
館

改
築
工
事
を
六
億
六
千
二
百
万
円
で
行
い

ま
す
。

この市議会だよりは湾集紙を使用しています
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9
月
8
自
に
関
か
れ
、
語
家
詑
件
、

翁
廠
7
件
、
陳
情
2
件
を
審
査
し
ま
し

た。
そ
の
舘
果
、
引
議
案
を
可
決
し
、
-

議
案
を
否
決
し
た
ほ
か
、
幅
嗣
願
・
陳
情

は
、
不
祭
奴
4
件
、
惜
担
問
続
審
萱
5
件けと

な
り
ま
し
た
・

総
務
妥
員
会

(所
管

"
総
務
局、

政
局
な
ど
}

千
葉
市
行
政
手
続
条
例
の
制
定
、
千

家
市
個
人
情
報
保
題
条
例
の
制
定
な
ど

路
案
7
件
を
審
査
し
、
行
政
李
総
条
例

制
定
の
社
会
的
背
祭
や
行
政
指
湯
の
位

置
づ
け
な
ど
に
つ
い
て
、
質
問
が
あ
り

ま
し
た
.

民
生
教
育
祭
員
会

(所
管
・
市
民
局
、
M
M

祉
局
・

教
育
委

員
会
}

千
菜
市
美
徳
館
条
例
の
制
定
、
千
葉

市
領
批
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
制
定
、

千
葉
市
立
北
部
図
書
鎗
改
築
工
事
請
負

契
約
な
と
議
案

ω件
、
蓄
預
2
件
、
陳

情
2
件
を
審
査
し
、
北
部
図
書
館
の
建

物
の
縞
造
上
に
お
け
る
地
震
対
策
な
ど

に
つ
い
て
、
質
問
が
あ
り
ま
し
た。

V
3
歳
未
満
児
ま
で
の
医
療
費
の
無
料

化
に
関
す
る
請
願

不
況
択

企
画
調
猿
局
、
財北部図Bfl1!完成予想図

間
続
消
紡
高
官
民
会

【所
管
"
岡
崎
脱
出
川
生
局
、
mm締
局
、
消

防
局、

水
道
府
)

一
般
会
計
補
正
予
算
、
千
葉
市
公
容

防
止
条
例
の
全
部
改
正
な
ど
路
案
3

件
、
鯖
頗
3
件
を
審
査
し
、
公
苔
防
止

条
例
に
つ
い
て
は
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、

改
正
条
例
と
併
せ
て
質
問
が
あ
り
ま
し

た
@

V
紹
大
ご
み
収
集
の
有
料
化
案
の
織
田

を
米
め
る
請
願

不
民
訴

曹
ご
み
袋
と
し
て
指
定
袋
と
問
貨
の
レ

ジ
袋
の
使
用
を
認
め
る
こ
と
を
求
め

る
請
願

不
係
閣
m

v傍
組
懸
疲
予
防
の
健
診
体
制
の
充
実

を
求
め
る
請
願

不
銃
択

経
鴻
袖
同
飽
受
筒
会

(所
何
回
“
総
務
州
民
政
局
、
泌
訟
局
な
ど
}

一
般
会
計
繍
正
予
算
、
千
葉
市
屋
外

広
告
物
条
例
の
一
錦
改
正
な
と
読
索
4

件
、
議
願
1
件
を
審
査
し
、
屋
外
広
告

物
条
例
の
対
象
と
な
る
広
告
物
の
具
体

例
と
、
市
の
管
理
す
る
進
路

・
歩
道
な

ど
に
立
て
ら
れ
た
看
板
の
違
法
性
な
ど

に
つ
い
て
、
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。 委員会審査民jJl違反広告絡の揮官去

錫
市
下
水
祭
良
会

{
所
管

"
都
市
向
、
下
水
道
局
)

一
般
会
計
矯
正
予
算
、
都
市
計
画
土

勉
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
繍
正
予
算

の
議
案
2
件
、
請
願
1
件
を
審
富
島
し
、

千
葉
中
央
港
地
区
土
地
区
画
髭
理
事
業

の
進
妙
に
伴
い、

市
か
ら
支
出
さ
れ
る

補
償
費
な
ど
に
つ
い
て
、
質
問
が
あ
り

ま
し
た。

ポートタワーから見た
午猿中央港地区土地区画flll事業l~媛

廃
棄
物
処
理
問
腿
対
策
特
別
餐
一員
会

7
月
日
目
、
8
月
ぬ
白
及
ぴ

ω月
2

B
に
関
か
れ
、
委
員
会
の
調
査
事
項
な

ど
に
つ
い
て
怪
議
し
た
ほ
か
、
ご
み
の

鈴
出
獄
況
や
仮
称
三
角
町
清
掃
工
燭
の

現
地
調
査
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

大
坦
幌
市
税
財
政
制
度
讃
査
特
別
餐
員
会

7
月

ω目
、
9
月
1
B及
び

ω月
2

B
に
関
か
れ
、
平
成
8
年
度
国
家
予
算

に
隠
す
る
要
望
に
つ
い
て
柄
回
議
し
た
ほ

か
、
平
成
8
年
度
閣
の
予
算
編
成
に
対

す
る
千
葉
市
の
重
点
要
望
な
ど
に
つ
い

て
協
議
し
ま
し
た。

受

員

長
日
松
戸
敏
雄

副

餐

員

長
H
竹

内

正
巳

第
1
分
科
会
主
宰
品
目
伊
一
勝
目
四

同

副
主
査
H
米
持
克
彦

歯
車

2
分
科
会
主
筆
H
中
山
香
郎

周

到
主
在
日
中
野
渡
時
男

平
成
6
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
決
算
議
案
を
審
査
す
る
た
め
、

9
月

7
自
に
、
全
務
員
で
偶
成
す
る
決
算
審

査
特
別
受
員
会

(
2分
科
会
)
を
設
鐙

し
、
延
べ

9
白
簡
に
わ
た
り
富
田
去
し
ま

し
た
。ま

た
、
忽
白
か
ら
4
日
間
、
決
算
議

案
な
ど
に
対
す
る
総
指
質
問
が
g
名
の

議
員
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

幻
自
の
決
算
審
査
特
別
委
員
会
で

は、

2
分
科
会
の
審
査
線
妾
に
つ
い
て

報
告
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
各
会

計
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。
な
お
、
次

の
8
項
邑
の
指
摘
要
望
事
項
は
、
決
算

審
査
将
別
委
員
会
が
市
長
に
婆
望
し
た

も
の
で
す
。指

摘
要
望
事
項

-
市
税
は
、
収
納
率
が
低
下
し
て
い
る

た
め
、
納
税
忽
鎗
の
荷
揚
と
徴
収
体
制

の
狐
充
を
図
り
、
よ
り

一
鰭
の
収
納
率

の
向
上
に
努
め
る
こ
と。

-
市
償
は
、
発
行
問
四
一
局
が
年
々
燈
加
の

傾
向
に
あ
る
た
め
、
地
方
債
許
可
制
限

比
率
や
将
来
の
財
政
運
営
多
考
描
出
し
た
、

適
正
活
用
に
努
め
る
こ
と
@

-
自
転
車
駐
車
爆
は
、
駅
に
至
近
な
同
場

所
へ
の
竪
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
J

R
な
ど
の
各
事
業
者
に
対
し
て
積
極
的

な
用
地
提
供
の
要
請
を
行
う
こ
と
。

@
新
港
湾
得
工
海
は
、
老
朽
化
が
著
し

く
、
建
替
え
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
県
当
局
と
の
用
地
問
題
を
早
急
に

解
決
し
、
新
工
煽
の
早
期
建
設
に
努
め

る
こ
と
.

-
中
央
卸
売
市
場
は
、
諸
謀
題
を
早
急

に
解
消
す
る
と
と
も
に
、
集
荷
及
び
販

路
の
開
拓
を
行
い
、
市
民
へ
の
P
Rな

ど
も
積
縫
的
に
展
開
し
、
市
慢
の
活
性

化
に
努
め
る
こ
と
。

-
公
共
仲
m
M
聞
の
建
般
に
当
た
っ
て
は
、

交
通
ア
ク
セ
ス
の
四
時
保
に
つ
い
て
留
癒

す
る
と
と
も
に
、
パ
ス
恕
策
審
に
M
m
T
'

る
補
助
制
度
の
堕
立
に
つ
い
て
も
検
討

す
る
こ
と。

@
土
木
事
務
所
に
お
け
る
敏
行
体
制
の

強
化
を
図
リ
、
道
路
舗
装
や
側
溝
な
ど

の
磁
備
を
績
樋
的
に
惜
推
進
す
る
と
と
も

に
、
高
齢
者
や
障
害
者
に
配
慮
し
た
歩

道
の
整
備
に
努
め
る
こ
と
。

。
小
中
学
綬
の
余
裕
教
室
は
、
学
綬
に

お
け
る
多
目
的
利
用
は
も
と
よ
り
、
地

媛
活
動
へ

の
関
飲
や
防
災
用
異
の
備

蓄
、
ま
た
、
高
齢
者
の
編
彼
仲
間
策
に
対

す
る
使
用
に
供
す
る
な
ど
、
そ
の
有
効

活
用
に
十
分
意
を
用
い
る
こ
と
。

総
括
質
問

4

-

主
な
質
問
項
目

。
信
仰
海
荘
の
湾
竪
備
に
つ
い
て

・
女
性
の
労
働
問
題
に
つ
い
て

@
福
祉
総
集
の
再
点
倹
に
つ
い
て

・
障
害
者
問
題
に
つ
い
て

-
ケ
ア

・プ
ラ
ン
の
鋒
進
と
信
組
サ
l

ピ
ス
情
報
の
提
供
に
つ
い
て

-
身
近
な
環
焼
問
題
に
つ
い
て

-
酬
明
酸
性
霊
祭
に
よ
る
地
下
水
汚
染
と

対
策
に
つ
い
て

・
歴
史
的
大
伝
漁
期
に
お
け
る

「
飽

康
」、「
食
」、「
環
燦
」、「
徳
紘
」
の

あ
り
方
に
つ
い
て

清
掃
行
政
に
つ
い
て

傍
聴
の
ご
案
内

窓
成
7
年
第
4
回
定
例
会
は

日
月
お
日
嗣
か
ら
開
催
す
る
予

定
で
す
。

本
会
議
は
、
原
則
と
し
て

公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど

な
た
で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

傍
聴
さ
れ
る
方
は
、
本
会

議
の
当
日
、
諸
事
裳
棟
1
階

の
受
付
で
、
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

点
字
版
と

テ
l
プ
版
の
配
布

自
の
不
自
由
な
方
に
、
市

議
会
の
活
動
を
お
知
ら
せ
す
る

た
め
、
「
ち
ば
市
綴
会
だ
よ
り
」

の
点
字
版
と
テ
l
プ
版
事
発
行

し
て
い
ま
す
。

配
布
を
繁
盛
さ
れ
る
方
が

い
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

国
季
節
は
ま
さ
に
、「
天一
向
く
馬
肥
ゆ

る
秋
」
食
べ
物
が
本
当
に
お
い
し
い

季
節
に
な
り
ま
し
た
。

g
今
回
の
表
紙
は
、
花
見
川
区
の
ふ
る

さ
と
農
園
で
毎
月
1
白
第
4
B陸
自
に

行
わ
れ
て
い
る
「
弱
市
」
で
す
@

抽
出
元
の
農
家
が
作
っ
た
新
鮮
な
旬
の

野
菜
や
果
物
な
ど
が
販
売
さ
れ
て
い
て
、

な
か
な
か
好
評
の
よ
う
で
す
。

図

9
月
定
例
会
は
中
国

・
フ
ラ
ン
ス
の

按
実
験
反
対
の
決
訟
で
始
ま
り
、
決
算

綴
索
な
ど
の
審
査
、
代
表

・
総
括
抽
質
問

が
片
付
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
こ
れ
ら
の

様
織
を
中
心
に
お
届
け
し
ま
し
た
・

回
今
後
と
も
級
会
の
動
き
を
よ
り
わ
か

リ
や
す
く
、
級
し
み
や
す
い
形
で
お
届

け
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

お

気
付
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞
か

せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
・

「
ち
ぱ
市
議
会
だ
よ
り
」
発
行
委
員
会

問
い
合
せ
先
議
会
事
務
局
調
査
課

倉

(
0
4
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)
2
4
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・
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